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   視察報告１．大阪天満宮における「第２回全国ちんどん博覧会」 

                 ～コミュニケーションの「場」をつくる「ちんどん屋」フェステイバル～ 

２． 第１０回 大道芸ワールドカップＩＮ静岡  

                 ～  街が劇場に、観客は時に演出家・アクターになった～ 

                                                                            栗本智代 

  イベントだけでまちはつくれないが、まちづくりにイベントは必要である。市民が文化芸術・アー

トに出会う機会がまだまだ乏しい日本において、地域ぐるみのイベントは重要な役割を担っている。

それは、その土地性、芸術や芸能あるいは演じる人、そして見て楽しむ人で共に創りあげる「場」の

可能性を広げることにもなり、結果として、住民自身に文化を享受する能力が育つ。今回、まち中・

路上を舞台にした大道芸をテーマにしたイベントを紹介する。 

 

＜第２回全国ちんどん博覧会＞ 
  ２００１年８月２９日（水）～３１日（金）、大阪天満宮にて開催された。若手を中心とした全国

のちんどん屋が大阪天満宮につどい、会場内６つのステージで、演奏や踊りなど多彩なパフォーマン

スを披露した。 

  「ちんどん屋」と聞くと、昔懐かしいイメージがあり、商店街や下町などを中心に、派手な衣装で

にぎやかな音楽を奏でて通りすぎていくものとして、今日では時代の片隅に追いやられた印象をもつ

人さえいるかもしれない。しかし実際は、その演劇性や音楽性が見直され、国際的にも興味の目が注

がれている。ＩＴ産業がめざましい発展を遂げる情報化社会において、「ちんどん屋」によるエリア

を絞り込んだ宣伝活動は一見効率が悪いようだが、逆に道ゆく人の心をとらえ、口こみとなって広が

るようだ。現在、全国では約１５０人ものちんどん屋が活動を続けており、年々若手の志望者も増え

ているという。 

  ちんどん屋に関するイベントでも、最も大きなものとして、富山で毎年４月に開催される「全日本

ちんどんコンクール」が有名である。昭和３０年からスタートしたこのユニークなイベントは、当時

富山市の芸能課職員の発案で実現した。この時は、ちんどん屋も隆盛を迎えていたものの、商売敵で

横のつながりが薄い業界であったようだ。今年で４８回目を迎えたこのイベントは、日本全国からプ

ロのちんどん屋が集まり技を競い合うものとして盛り上がりを見せている。こんな催しの中で、ちん

どん屋どうしの業界意識や交流も生まれたのであろう。「ちんどん屋業界の活性化や意識の向上を図

るため、ちんどん屋によるちんどん屋のための自主イベントを行いたい」という思いが募り、東西の

若手ちんどん屋（東京チンドン倶楽部の高田洋介氏と大阪のちんどん通信社の林幸治郎氏）が中心に

なり、博覧会への動きとなったという。そして、昨年８月、東京上野水上音楽堂で、「第１回全国ち

んどん博覧会」が開催された。７千人の動員を実現したことで、ちんどん屋業界の意識が大きく変化



したようだ。そして、今年の夏、大阪天満宮で「第２回全国ちんどん博覧会」が開催されることにな

った。 

 ＜天神橋筋商店街にも看板が！＞  
 

   開催場所は、第１回目の大ステージではなく、大阪天満宮の境内を中心に近隣商店街まで、まち

そのものが舞台に設定された。大阪天満宮は、社殿を大塩平八郎の乱で焼失した跡、弘化２年に再建

されたといわれる。それは、ちんどん屋の開祖とされる飴勝が、大阪千日前で活動を始めたのと同じ

時期であった。ちんどん屋自身が、その開祖の偉業に敬意を表すると同時に、境内と周辺の商店街の

もつ「場」の力に身をゆだねたい、という実行委員長林幸治郎さんの熱い思いが、このイベントの成

功の鍵であった。会場メインステージは、お祭りを象徴する「櫓」が組まれ、開会の口上や、全国の

ちんどん屋の合同演奏などが行われた。他会場内５か所に同時多発的に、ちんどん屋やそれ以外のパ

フォーマーも出現し、さらに郷土料理や各国の料理（沖縄料理や韓国料理）、張子など手作りのおも

ちゃも屋台がところ狭しと並んだ。そこには、お店やお客さんあっての「ちんどん屋」という意識が

みてとれる。ちんどん屋というのは、いくら奇抜で目立つ格好をして鳴り物入りで歩いていても、そ

れは、スポンサーの名前や商品を売るためであり、あくまで脇役である。この博覧会でも、ちんどん

屋だけが主役ではなく、お店も大道芸人もお客さんも、みなが主役であるという設定へのこだわりが

感じられ、好感が持てた。林幸治郎さんは、ちんどん屋は芸人であり商人であること、にぎやかで楽

しめる「場」をつくりつつ商いをするということを、ちんどん屋自身が自覚してほしかったという。 

  その他、「ちんどんミュージアム」と題して、ちんどん屋の歴史を紹介する資料館も設けられた。

写真パネルや道具衣装類など貴重な資料が展示され、さらに、昭和３０年代の８ミリ映像資料も公開

されるなど、博物的な存在意義もアピールしていた。 

  周辺の商店街には、開催数日前からちんどん屋が、ちんどん屋のためのイベントを広告して歩き（そ

れ自体も、ちんどん屋にとっては初体験であっただろう。）当日は、天候の有無に関わらず近隣の住

民、親子づれや老夫婦から会社帰りのビジネスマンまで、境内が大混雑になるほど盛況であった。ふ

だん偶然にしか会えないちんどん屋を、カメラにおさめようとシャッターを切る年配の男性の姿が多



く、印象的であった。このイベントは３日間で、約３万人を動員し大成功に終わった。住民が、ちん

どん屋という商人を兼ねた芸人（芸能）とふれあうことができ、大阪がちんどん屋発祥の地であるこ

と、天満宮界隈の歴史や土地性なども再発見するいい機会であった。 

  この成功事例は、今後のちんどん屋の活動や、「場」づくりのヒントになる（特に、天満宮や商店

街の「場」としての可能性を発見した）。特に、林幸治郎さんをはじめとする大阪のちんどん屋業界

を支える若手の企画・行動力はたのもしく、大阪の都市文化を見直し、リニューアルして活性化させ

る原動力になるだろう。今後、さらに活動の幅を広げてほしい。 

 境内の様子 

 

 こんな演出もあった 



ちんどん屋の歴史 

  ちんどん屋とは、「東西屋（とうざいや）」「広目屋（ひろめや）」とも呼ばれてきた、日本独特の街頭宣伝業である。

商店の開店や売り出し、催しの告知などを広く一般に知らせることを請け負う。 

  ちんどん屋の起源は古く江戸時代にさかのぼる。弘化２年（西暦１８４５年）に、大阪千日前で、飴売りの 「飴

勝」が、飴を売り歩くのが評判になり、やがて寄席の客寄せを引き受けるようになって、ちんどん屋の業態を生み

出した。それ以降、その芸と業態は「豆友」「勇亀」「丹波屋栗丸」「薩摩屋芋助」などに受け継がれた。中でも「勇

亀」が、芝居の口上をまねて「東西、トーザイ」と大声で叫びつつ、町中を触れ回ったのをきっかけに「東西屋」と呼

ばれ、以降、路上広告業は、「東西屋」と言われるようになった。明治１６年のことである。 その２年後、「秋田柳

吉」が大阪から東京へ進出し「広目屋」として、化粧品・ビールなど全国メーカーの大規模な宣伝キャラバン隊を企

画考案して一時代を画した。軍楽隊が加わり、楽隊広告が誕生したのはこの時である。現在のちんどん屋の形態

は、大阪で生まれ、それが東京で鳴り物が入るかたちへ発展して、大阪へかえってきたのである。 

  その後、第２次世界大戦を経て、昭和３０年頃からちんどん屋は最盛期を迎える。庶民の娯楽がない時代、ち

んどん屋は庶民のスターとしてもてはやされ、最高数千人にものぼったちんどん屋であったが、情報化社会が進

展するにつれ、後継者も不足し、昭和後期には、数百人に減少した。 

  しかし十数年前から、少しずつちんどん屋の存在が注目を浴びつつある。そのコミュニケーションのあり方に新

鮮味を感じた商店や企業が、ちんどん屋の起用を始めたのである。特に若者で職業としてちんどん屋を志望する

人が増え、また芸能の中にもちんどん太鼓を使う機会がつくられている。時代にあわせた、ちんどん屋の新しい活

動に期待がかかっている。 

 

 

 

＜大道芸ワールドカップＩＮ静岡＞ 
   静岡市では、「大道芸ワールドカップＩＮ静岡」と題したイベントが、１９９２年より毎年、１０

月後半から１１月に開催されている。初年度は４日間で１１１万人の人手を記録している。その後、

年々その規模と内容を充実させ、今年で１０周年を迎えた。街ぐるみのイベントの代表的な成功事例

として、ここで紹介する。 

－国際的に有名なフェステイバルに発展― 

  大道芸とは、ストリートを舞台に通りすがりの人を相手に行われる芸である。このストリートパフ

ォーマンスのコンペテイションが「大道芸ワールドカップ」では、真剣に行われている。今や、世界

のストリートパフォーマーの間で「静岡」の名前は確実に定着しているという。 開会当初は海外の

パフォーマー探しに苦労していたが、最近では海外パフォーマーの方からの申し入れが多くなってい

る。異なるジャンルのコンペテイション方式を採用した（大道芸と呼べるものならジャンルを問わな

い）ことが、効果的だったようだ。コンペテイションは、市民審査員によるという静岡方式に参加パ



フォーマーは納得して、ワールドカップ参加を熱望している。さらにイベントの成功は、パフォーマ

ーだけでなく、海外のフェステイバルデイレクターからも注目され、メールで送られた様々なオファ

ーを反映させたところにある。特にカナダのエドモントンとは交流が３年前から始まっており、実行

委員会からも現地へ赴き、また日本のパフォーマーもカナダのフェステイバルに招かれ絶賛されたと

いう。その他、オーストラリアのメルボルン、ビッグ・ウエスト・フェステイバルから招待されたり、

シンガポールやヨーロッパからも今後の提携について、話がきているという。実行委員会は、海外の

フェステイバルにも訪れ、静岡をアピールすると同時に、日本人パフォーマーの海外進出もサポート

している。大道芸という文化メデイアを通して、静岡の名前は国内から海外へ広がった。 

 ―大道芸の魅力― 

  大道芸は、静岡だけでなく各地で大小のイベントで人気を集めている。なぜこれほどもてはやされ

るのか、実行委員長の甲賀氏はこのように述べている。バブル崩壊後、物的豊かさ経済的豊かさを信

じえた時代が終焉を遂げ、人々は心底喜びを感じられるものを探しさまよっていた。そこで求められ

るのは、押し付けではなく、自分たちの感性で選べる自由度であり、自分尺度で選べる身近な文化で

ある。さらに、大道芸の仕組みが人々が渇望していた新しい経済の仕組みに近いものであったことも

重要な要素である。産業のシステムは生産者側が主導権をにぎり価格も決めてきた。大道芸は、お代

は見てからである。見る側がその価値を決めることができ、面白くなければその場を立ち去ればよい。

感動すれば、投げ銭をする。１００円でも千円でもいい。この暗黙のルールが、生産者主導型から生

活者主導の経済システムを望む人々の意向にかなったのではないか。 

  大道芸は、ハプニング性と参加性がその特徴である。単なる通り道が、ある時、パフォーマーとそ

れを取り巻くオーデイエンスにより、ともにステージを作り上げていく。その一体感が「場」のエネ

ルギーを生み出す。観客もパフォーマーといっしょに参加し助演するという協創の体験がもっとも大

きな魅力であろう。 

 ＜海外からパフォーマーが参加して芸を競う＞ 

 



 
                            ＜ 宣伝チラシ・パンフレットより＞ 



＜大規模なパフォーマンスも披露される＞ 

－新たなまちづくりと市民変革へー 

  そんな大道芸による静岡のこのイベントは、「まちと人の活性化」を明確な目的としている。昨年

は４日間で１７０万人が来場する程の集客力であり、経済効果をあげたのは確かである。しかしそれ

よりも、ソフト面からの新しい文化的手法によるまちづくりを目指すことを基本理念に次のようなビ

ジョンと目標を設定している。 

＊全国から人が集まることによる文化交流と、静岡市のＰＲ（認知度ＵＰ） 

＊世界に通用するまちのイメージの構築 

＊異文化交流により国際化をめざす 

＊静岡発の独自の文化を構築する 

＊静岡市民が誇れる新しい名物をつくる 

＊なによりも、このイベントを通じて、静岡市民の意識、心の中に文化・芸術の素晴らしさを感じ取

れる感受性・自己表現の素晴らしさを実感できる感性、さまざまな人と１つのモノ・コトをつくって

いく素晴らしさ、さまざまな文化とコミュニケートできる国際感覚が芽生え育ち、定着していくこと、

さらには、まちづくりは市民ひとりひとりの参加意識によって成り立つことを実感してほしい、とい

うこと。 

このような考えから、このフェステイバルのために新たなハード施設はつくらず、スタッフ全てボ

ランテイア（約１０００名）、地域の企業や商店街もスポンサーとなり、大勢の観客（時には演技者

になる）とパフォーマーによって、このお祭りが支えられている。静岡市民は、「のらない」「踊らな

い」「出たがらない」と言われ続けていたが、この大きなイベントを自らの意識で継続させている。

パフォーマーからも「静岡市民は世界的にもノリが良い観客だ」と賞賛されるほどになり、市民気質

が変化して、元気になってきたという。そして、このイベントに愛着を持ち誇りに思う市民意識によ

り、大道芸ワールドカップは短期間に定着したのである。 

    開会当初は、「なぜ、静岡で大道芸か？」と何度も問われたという。文化は歴史・伝統に支えられ



るものだという既成概念からくる質問のようだが、今やそんな質問はなくなるほど、静岡＝大道芸 が

定着した。１０年の実績が、静岡のアイデンテイテイを創出した。そして、認知され支持されはじめ

たイベントの「場」では、さらなる試みが行われている。 

    数年前から行われている静岡茶のプロモーションには、大勢の人が集まり、静岡茶は確実にその認

知度を上げている。また、ゴミの分別収集も徹底しており、むやみにゴミを捨てる人も減ったという。

また各スポットで、司会や運営スタッフが繰り返しアナウンスを行うためか、演技をみるマナーも非

常によい。ユニバーサルデザインへの動きも積極的に行い、車椅子使用者にも、小さな子供にも楽し

んでもらえるような工夫があちこちに行われている。誘導ガイド（エスコートサービス）を実施した

り、授乳所、おむつ交換所なども設置している。このように「場」の力を生かして、特産品を応援し

たり、マナーやノーマライゼーションなどへの取り組みを通して、多くの人の心に、地域への愛着心

とユニバーサルデザインの意識が根づくことが、このイベントの進化形として期待されている。 

―感性育むまち、心通うまち、進化するまち、静岡― 

  このイベントが目指す大きな目標は、「文化エネルギーによる街の活性化」である。市民がさまざ

まな文化・芸術にふれ、楽しみ自分なりに評価できるようになること。生活者の中に、文化に対する

理解と必要性が芽生え、育ち、街中に文化エネルギーがあふれること。静岡市を訪れる人が文化エネ

ルギーのシャワーを浴び、心的に豊かさを感じること、そんなことができたとき、確実に静岡市はア

イデンテイテイを深め、全国に誇れる真に豊かなまちとなれるだろう、と甲賀氏は述べている。１年

のうち４日間だけでなく、１年中アートがまち中にあふれているという状況を目指して、数年前から、

大会前に映画館や市内の劇場を使って大道芸の特別プログラムが開催されているが、有料にもかかわ

らずほぼ満席状態であるという。市民に文化を楽しむ素晴らしさが理解されてきた証拠である。今年

は、大会２週間前から、劇場だけでなくまち中でもハプニング系のパフォーマーや、フェイスペイン

テインター、似顔絵描き達が出現した。 

  静岡市では、この大会の期間以外でも、週末の街中でパフォーマーが出現し、また公園でも、大道

芸人の練習風景が見られるという。地元の若者たちからは、一年中、大道芸ができる、大道芸人がい

るまちづくり実現を目指して、ＮＰＯ設立のアイデアも出されているという。今後、エリアの拡大、

ストリートアートとしてのジャンルの拡大も課題にあがっている。 

  静岡市は、そのまちづくり総合計画の中で、まちの目指すべき姿を「感性育むまち、心通うまち、

進化するまち、しずおか」と表現している。まさに、幅広く文化芸術を享受できる環境づくり、市民

の感受性の育成が、結果として街の景観や風景として反映されてくる。それが文化都市としての底力

であり、そのまちだけが持つ魅力となる。 芸術文化（アート）に触れる機会をいかに提供するか、

新たなアートが芽生えるような土壌をいかにつくるか。それが都市の文化力を高めるために取り組む

べき必須テーマであることを、静岡市は教えてくれる。 


